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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社荏原製作所 

 

[企業 ID]  6361 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 12 月期 第 3 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 第 3 四半期 

 

[日程]   2025 年 11 月 13 日 

 

[時間]   17:30 – 18:34 

（合計：64 分、登壇：25 分、質疑応答：39 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  2 名 

   執行役 CFO（経営企画／財務／会計／税務担当） 兼 経営企画統括部長 兼  

荏原（中国）有限公司董事長  渕田 徹也（以下、渕田） 

IR・広報統括部長    落合 恒毅（以下、落合） 
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登壇 

 

落合：お待たせいたしました。本日はご多用のところ、株式会社荏原製作所、2025 年 12 月期第 3

四半期決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。定刻になりましたので、

ただ今より会を始めさせていただきます。 

本日の 15 時 30 分に、決算関連の書類を東証のプラットフォームならびに当社ホームページに開

示しております。そちらもご覧いただきながらご参加いただきますようお願い申し上げます。 

私どもの出席者をご紹介いたします。CFO、渕田徹也、IR 担当執行役でございます。 

渕田：CFO の渕田です。よろしくお願いします。 

落合：司会は、IR・広報統括部、落合が務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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本日のスケジュールでございますが、決算概要を渕田より説明させていただき、その後に皆様から

のご質問をお受けいたします。終了時刻は 18 時 30 分を予定しております。また、本日の会議の

内容は、Zoom のオンデマンドにて聞くことができます。詳細は、会議終了後にメールにてご連絡

いたします。 

それでは、渕田より説明に入らせていただきます。 
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渕田：よろしくお願いします。 

初めに、第 3 四半期決算におけるポイントに関してご説明させていただきます。 

当第 3 四半期は、受注高、売上収益、営業利益、親会社の所有者に帰属する中間利益はいずれも第

3 四半期としては過去最高を更新しました。 

売上収益は、建築・産業、エネルギーのオイル&ガス向け、精密・電子において、中国市場の減速

感は引き続きあるものの、全セグメントで増収となりました。営業利益は、環境、エネルギー、イ

ンフラが寄与したことと、建築・産業で前年同期に計上したのれんの減損損失が今期は生じないた

め、全社で増益となりました。 

業績予想に関しては、全社については受注高、売上収益、営業利益、親会社の所有者に帰属する当

期利益いずれも上方修正しています。セグメントごとの受注動向には濃淡がありまして、精密・電

子および建築・産業で下方に、環境とインフラは上方に修正しております。 

今後のアメリカの関税政策による影響については引き続き不透明感があるものの、現時点で業績へ

の影響は限定的と捉えております。 

もう一つ、第 2 四半期の決算説明会でお知らせしました自己株式の取得に関しては、200 億円を上

限とする枠に対して、102 億円まで取得が進んでいます。おおむね計画どおりと見ています。 

以上が決算の概要になります。 
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それでは、詳細の説明に入ります。 
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5 ページ目です。 

第 3 四半期の連結業績を対前年同期の実績と比較して示しております。 

受注高は 365 億円増加して 6,801 億円、売上収益は 592 億円増加して 6,635 億円、営業利益は 97

億円増加して 695 億円、親会社の所有者に帰属する四半期利益は 36 億円増加して 446 億円となり

ました。それに伴いまして、EPS についても 96.76 円と、前年同期比で増加となっております。 

為替については、主に US ドルにおいて前年同期比で若干円高傾向ですので、受注高、売上収益、

営業利益いずれもマイナスの影響であったと分析しています。 
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続いて、6 ページ目です。セグメント別の決算サマリです。 

受注高は、エネルギーはオイル&ガス向けの大型案件の減少により、前年同期を下回りました。 

一方で、環境が大型の延命化案件などを受注したこと、精密・電子が生成 AI 向け半導体需要の継

続が強くて、これによって大きく増加しております。 

全体としては、前年同期比で 365 億円の増加です。 

売上収益は、全セグメント堅調で、前年同期比 592 億円の増加となっています。 

営業利益は、前年同期比で 97 億円増加しております。精密を除くすべてのセグメントで増益とな

っています。 

次ページで増減要因について説明します。 
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内訳です。 

売上要因として、主に精密・電子、エネルギー、インフラ、環境の増収が寄与して 298 億円のプ

ラス。 

一方で、収益性は 30 億円のマイナス。 

固定費については、ベースアップ等の人件費増加と減価償却費の増加、これは設備投資をしている

ことによるものですが、それによって 192 億円のマイナスとなっています。 

先ほど申し上げた為替の円高要因で、16 億円のマイナスと見ています。 

その他、一過性の要因があります。まとめております。当期プラスの要因は、建築・産業で前年同

期に計上したトルコの Vansan 社に係るのれんの減損損失が今期発生していないこと、それからマ

イナス要因は、エネルギーで前期に計上した土地の売却益がないこと、建築・産業で特定顧客に関

する貸倒引当金を計上したことにより、36 億円のマイナスとなっております。これは、第 2 四半

期で説明した内容と一緒です。 

以上、営業利益の分析につきご説明しました。 
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続いて、8 ページ目です。地域別売上収益の構成です。 

海外売上構成比率は、右側、円グラフの濃い青色の部分のとおり、66%となっています。第 2 四半

期と変わりませんが、前年同期を上回る構成比となっております。 

左の棒グラフは、上段が今期の第 3 四半期、9 カ月、下段が前年同期を示しております。日本国

内、海外ともに、前年同期に比べて増加しています。台湾、韓国、その他アジアは、精密・電子の

影響によって売上が大きく伸びています。 

一方で、中国は、建築・産業と精密・電子の売上動向が影響して、前年同期比では減少しておりま

す。 

以上が地域別売上収益の全体像です。 
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これ以降は、セグメント別業績の説明です。 
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まず、10 ページ目の建築・産業です。 

受注高、売上収益、営業利益いずれも前年同期を上回っております。中東、日本、欧州で GDP 成

長は回復傾向です。それ以外の地域は若干弱含みとなっておりますが、そのような中で受注は海外

が減少したものの、国内のサービス&サポートがカバーして、全体では増加しました。 

海外の内訳は、北米でデータセンター向けポンプなどの受注が堅調に推移したことはありますが、

中国では減少しております。 

売上収益は、国内ではサービス&サポートが好調で増収。海外では、中国の建築設備市場が低迷し

ておりまして、一方で北米やヨーロッパ、欧州は堅調でした。 

営業利益は、中国の減収があったのですが、日本国内が好調で、人件費等の固定費が増加したもの

の、昨年度の一過性の要因もあって、当期は増益となっております。第 2 四半期に計上した貸倒引

当金や、前年同期を計上したトルコの Vansan 社の影響を除きますと、営業利益はほぼ横ばいの結

果と捉えております。 
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11 ページ目です。エネルギーセグメントです。 

受注高は前年同期比で減少、売上収益、営業利益は増加です。 

市場環境については、ダウンストリーム市場の石油化学案件および北米の LNG 案件が、アメリカ

の追加関税の動向がある程度明らかになったことによって、一時投資に慎重だった顧客の投資マイ

ンドが回復傾向にあると捉えています。 

受注高は、製品について大型案件の減少によって前年同期を下回っておりますが、中国における電

力向けは堅調に推移しています。サービス&サポートについては、フィールドサービスやパーツの

受注が減少したことによって、前年同期を下回っております。 

売上収益は、製品については北米を中心に増加し、サービス&サポートは北米・中東アジアで増加

しております。 

営業利益は、増収効果が固定費の増加を上回って増益となっています。 
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12 ページ目のインフラセグメントです。 

受注高、売上収益、営業利益いずれも前年同期を上回っております。 

国内では「国土強靱化 5 か年加速化対策」によって、ポンプ設備の更新、補修の需要が引き続き堅

調に推移しております。 

国内では大型案件を複数受注したほか、海外では南米、北米で大型水インフラ案件を受注しており

ます。 

売上収益は、受注残の消化が堅調に進んで、国内、海外とも前年同期を上回っています。 

営業利益は、増収の影響によって前年同期を上回っています。 
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環境です。 

受注高、売上収益、営業利益いずれも前年同期を上回っています。 

受注高は、延命化および長期包括の大型案件を 3 件受注したことによって、前年同期を大きく上回

っています。 

売上収益は、EPC とオペレーション&メンテナンスの売上がともに増加しております。 

営業利益は、それぞれ EPC とオペレーション&メンテナンスの収益性が改善したこともあって、

増益となっています。 
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14 ページ目の精密・電子セグメントです。 

受注高、売上収益は前年同期比で増加、営業利益は微減となりました。 

半導体市場は生成 AI 向け需要が継続して、グローバル大手の顧客においては、一部の工場稼働率

に改善が見られましたが、増産投資の本格的な再開は当初見込んでいた想定よりも遅れている状況

です。また、中国市場は、従来の勢いから落ち着きは見られているものの、一定の規模を維持して

おります。 

受注高は、CMP、コンポーネント両市場で、需要回復によって、製品、サービス&サポートともに

前年比増加となっています。 

売上収益についても、CMP、コンポーネントともに、製品、サービス&サポートいずれも堅調で増

収となっております。 

営業利益は、増収の効果がありましたが、案件のミックスやサービス&サポート比率の低下による

収益性の低下や固定費の増加により、若干の減益となっております。 
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15 ページ目に、受注高と売上収益について、精密・電子全体とコンポーネント、CMP の単独四半

期推移を示しております。 

第 3 四半期の受注については先ほど申し上げましたとおり、増産投資の本格的な再開が当初の想定

より遅れていて、そのずれもあって 4Q では増加を見込んでおります。 

売上収益については、CMP で遅れていた売上案件の検収予定もあって、第 4 四半期での計上が進

む見通しです。 
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精密・電子セグメントの四半期の売上推移、特に製品のうちメモリとノンメモリの構成比を示して

います。 

昨年後半から当期の前半にかけて、ロジック、ファウンドリを中心としたグローバル顧客の需要回

復があって、ノンメモリの比率が上昇していました。 

一方で、メモリについては、下期から回復してきています。第 3 四半期では、メモリ比率が 28%

となっています。一部 HBM 向けを含む DRAM 需要の回復によるものです。 

第 3 四半期の業績に関する説明は以上となっております。 
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続いて、通期業績予想についてご説明します。 
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18 ページ目です。業績予想の前提となるセグメント別の事業環境の認識についてです。 

成長率など、当社の今期の市場見立てとして 3 カ月前から大きな変更はありませんが、一部の地域

や市場などでは変化が見られる状況です。 

まず、精密・電子です。生成 AI 向け半導体の需要は引き続き拡大基調です。顧客の投資は、デバ

イスタイプやお客様各社の経営状況によりばらつきが見られ、市場全体の成長率としては緩やかに

推移するものと見ております。 

また、エネルギーにおいては、製品分野の市場は全体として堅調に推移していますが、中国ではや

や減速感が見られます。一方で、LNG 市場は特に北米で関税政策の動向が明らかになったこと

で、顧客の投資マインドが回復傾向にあります。 
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通期の業績予想です。 

先ほど申し上げた事業環境の認識、第 3 四半期までの業績進捗を踏まえまして、全社の受注から親

会社所有者に帰属する当期利益まで、いずれの項目も上方修正しております。 
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セグメント別の業績見通しです。 

受注高については、精密・電子は、市場回復が当初の想定より遅れていることによって 200 億円

の下方修正、建築・産業は、中国市場の減速を受けて 50 億円の下方修正、環境は、大型案件の受

注を見込んで 230 億円の上方修正、インフラは、堅調な受注により 50 億円の上方修正としており

ます。 

売上収益、営業利益については、第 3 四半期までの進捗と第 4 四半期の着地見通しを踏まえて、精

密・電子と環境をそれぞれ上方修正しております。 
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営業利益の上方修正について、詳細をご説明します。 

全社営業利益予想の上方修正について、左端の前期実績の 979 億円から、前回計画でお示しした

1,025 億円を経て、今回上方修正した 1,100 億円までの利益増減要因を示したグラフになります。 

前回計画からの変更としては、環境で、工事の進捗による売上の増加とコンティンジェンシー等で

見込んでいた費用の戻し入れによって 45 億円の上方修正、精密・電子で、CMP の売上増加と固定

費削減により 35 億円の上方修正、その他でコーポレート関連費用の修正により 5 億円の下方修正

を行っております。 
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トピックスです。 

昨日 11 月 12 日に、建築・産業セグメントの M&A を 1 件発表しました。この機に、全社の投資戦

略と建築・産業の M&A の戦略について改めてご説明したいと思います。 
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こちらのスライドには、中期経営計画 E-Plan2025 の 3 年間のキャッシュアロケーション、セグメ

ントごとのキャッシュジェネレーションとキャッシュアロケーションのイメージを示しています。 

E-Plan2025 では、将来の成長を見据えた戦略的投資を重視しています。その中でも特に大きな成

長が見込まれる、期待できる精密・電子において、生産能力の増強や先端半導体製造に向けた研究

開発、今後の需要を見据えた設備投資を積極的かつ優先的に展開してきました。 

エネルギーでは、S&S 拠点の能力拡充や統廃合を通じた最適化を進めるとともに、今後の新エネ

ルギー市場向けに、H2 コンプレッサやアンモニアキャンドモータポンプの開発、実用化を推進し

て、次の成長に向けた布石を打っております。 

建築・産業では、製品の付加価値向上や収益性・効率性の改善を目的とした、M&A やソリューシ

ョンビジネスへの投資を展開してきました。 
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成長分野への投資を進めていく中で、10 年先を見据えた 2035 年にありたい事業ポートフォリオの

イメージになります。 

右側の棒グラフは、売上構成比のイメージです。現在 5 セグメント事業の売上が 9,000 億円程度で

すが、10 年後には 1.5 倍から 2 倍の売上規模になることを目指しております。この成長を牽引す

る主要なドライバーは、現在グローバルに展開する精密・電子、建築・産業、エネルギー、この三

つのセグメントでです。これらが、将来の確固たる 3 本の柱となっていくイメージを持っていま

す。 

左側の五角形は、事業ポートフォリオのイメージです。各事業セグメントについて、市場の特性と

当社の取り組みをご説明します。 

3 本の柱となる事業については、まず精密・電子は急激な市場成長を見せていて、半導体製造の技

術も目覚ましく進化しています。一方で、以前に比べて小さくはなったものの、半導体特有の市場

のボラティリティは依然として存在します。そのような中で、当社は将来の市場成長を上回る成長

を見据えた生産体制の強化や、半導体の進化に追随した高付加価値ソリューションの開発強化に取

り組んでいます。 

エネルギーは、人口増を背景としたエネルギーや石油化学品市場の成長はあるものの、脱炭素化の

潮流や地政学リスクといった不確実性も厳然としてあります。そういった中で、当社は製品やサー

ビスの増強、エネルギートランジションに向けた新技術の開発に取り組んでいます。 
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建築・産業は、安定的に市場が成長していて、省エネ・省人化の継続したニーズがあります。ほか

の二つの事業に比べて、収益性や効率性が若干劣る部分があるため、3 本目の柱として省エネソリ

ューション開発や M&A による付加価値の取り込みによって、ポートフォリオの安定化を図りま

す。 

環境とインフラ事業は、基盤事業です。日本国内中心のビジネスですが、課題先進国としての日本

におけるインフラソリューションを提供し、蓄積したノウハウを世界の必要な地域にも提供すると

いう重要な役割を引き続き担ってまいります。 
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ここからは、建築・産業セグメントの収益性向上に寄与する戦略的な投資の一環として実施しまし

た、三菱電機の三相モータ事業の譲受の概要についてご説明します。 

対象事業は三相モータ、IPM モータ、ポンプおよびダイカストの設計・製造・販売サービスで、譲

受完了は 2026 年中を予定しています。モータに関する技術を取得して、当社製品とモータ・回転

制御技術を一体化した省エネソリューションの提供を企図しております。日本とタイにおける生産

体制を獲得・拡充することにより、グローバル市場での成長を加速させてまいります。 
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こちらのページでは、建築・産業セグメントに新たな機能として、三相モータ事業を取り込んだ意

図をご説明させていただきます。 

今回の M&A 案件によって、ポンプなどの産業機関に対する省エネニーズの高まりに対応して、建

築・産業向け市場での成長基盤をさらに強化してまいります。 

高付加価値領域であるスマイルカーブの両端、図の左側の製品開発・設計、基幹コンポーネントの

領域と、右側のユニット製品、販売・サービスの領域を拡大して、省エネソリューションの提供能

力を拡充させて、セグメントの収益性・効率性のさらなる向上を図るものです。こちらについて

は、来週 11 月 18 日に予定しています IR DAY で、建築・産業セグメントの事業説明セッションで

詳細をご説明させていただく予定です。 

私からの説明は以上になります。ありがとうございます。 

 

 


